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住
民
自
治
の
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り

区
長
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　５月23日、役場１０１会議室で区長の皆さんと、町執行部との区長全員協
議会が開催されました。会議に先立ち、２年以上区長を務め退任された71名
の方に感謝状が贈られました。
　区長全員協議会では、町長が今年度の重要施策の概要を説明したあと、各地
区から提出されていた質問に、担当課長が回答しました。

感
謝
状
を
受
け
た
退
任
区
長

柿
岡
地
区

○
新
地  

萩
原
幸
一
○
上
宿  

松
信
一
男

○
仲
町  

津
布
久
昭
○
北
町  

櫻
井
修
二
○

内
宿  

市
村
武
雄
○
下
宿  

川
井
忠
○
八
重  

小
松
﨑
長
四
郎
○
長
堀  

稲
田
稔
○
高
友  

永
山
繁
松
○
金
指  

菊
地
右
史
○
片
野
上

宿  

細
谷
康
男
○
片
野
横
町  

渡
辺
光
右
衛

門小
幡
地
区　

○
十
三
塚  

塚
谷
一
雄
○
里  

廣
瀬
照
美
○

稲
子  

鬼
澤
哲
也
○
湯
袋  

井
上
雅
之
○
香

取  

藤
田
光
男
○
細
内  

中
村
秋
夫
○
上
宿  

櫻
井
光
良
○
中
宿  

田
上
雅
章
○
下
宿  

小

松
﨑
十
二
八
○
堀
之
内  

中
泉
森
男
○
横

町  

飯
塚
恒
男
○
石
沢  

廣
瀬
一
男
○
細
谷  

潮
田
芳
雄
○
下
青
柳
東  

高
橋
信
之
○
原

押
越  

関
勝
男
○
加
生
野  

田
村
和
夫

葦
穂
地
区

○
鯨
岡
第
2　　　　  

飯
田
博
○
小
山
田  

藤
代
茂

則
○
上
山  

鈴
木
登
○
山
居
上
寺 

伊
藤
文

夫
○
小
倉  

石
田
豊
○
小
久
保  

山
崎
征
司

○
上
根  
藤
田
邦
雄
○
籠
田  

櫻
井
國
夫

恋
瀬
地
区

○
板
敷  

宮
城
博
○
細
内  

竹
林
博
○
仲
内 

友
部
史
郎
○
和
内  

小
林
俊
一
○
小
見
第

１   

髙
野
驩
一

瓦
会
地
区

○
瓦
谷
下
宿  

小
河
原
龍
之
助
○
両
桁
山

寺  

宮
部
幸
夫
○
石
野  

市
塚
勝
巳
○
下
三

郷  

小
松
庸
之
助
○
宇
治
会
第
１  

加
藤
章

夫
○
宇
治
会
第
２  

永
瀬
操
○
弓
張  

木
村

勝
雄
○
部
原  

鈴
木
修
一
○
野
田  

國
谷
健

○
佐
久  

外
口
正
明
○
西
幡  

磯
山
一
郎

園
部
地
区

○
柴
間  

成
田
夫
己
甫
○
宮
ケ
崎  

大
槻
喜

久
○
真
家  

本
多
孝
夫
○
真
家
宿  

谷
中
登

○
東
宝
ラ
ン
ド  

松
本
廣
美

林
地
区

○
下
林  

笹
沼
登
○
戸
の
内
第
２  

白
田
龍

滋
○
前
島  

冨
田
文
之

小
桜
地
区

○
半
田
中
部  

岩
田
定
次
○
半
田
西
部  

原

田
健
三
郎
○
川
又
西
部  

前
島
伊
勢
松
○

月
岡
向
坪  

田
上
實
○
月
岡
本
田  

中
村
次

男
○
弓
弦  

松
﨑
隆
男
○
辻  

坂
入
和
夫
○

菖
蒲
沢   

君
山
孝
道
○
小
野
越  

鴻
巣
繁

夫
○
仏
生
寺  

酒
井
定
行
○
中
山  

小
松
嵜

忠
夫

【
敬
称
略
】

（２）



　

各
地
区
か
ら
の
要
望
と
回
答
（
要
略
）

柿
岡
地
区

△

歩
道
整
備
の
要
望

　

県
道
土
浦
笠
間
線
（
金
指
地
内
）
及

び
県
道
笠
間
つ
く
ば
線
（
荒
宿
〜
フ
ラ

ワ
ー
ヒ
ル
）
の
歩
道
整
備
を
要
望
し
ま

す
。

【
建
設
課
長
】

　

現
在
、
県
道
土
浦
笠
間
線
金
指
地

内
の
一
部
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
用
地
と
な
る
土
地
の
境
界
が
、
未

確
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
用
地
の

取
得
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、県
道
笠
間
つ
く
ば
線
の
荒
宿
・

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
間
の
歩
道
整
備
に
つ
い

て
は
、
10
年
以
上
前
に
用
地
の
測
量
ま

で
実
施
し
ま
し
た
が
、
用
地
の
確
保
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
工
事
施
工
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
ず
れ
の
路
線
も
大
変
交
通
量
が
多

く
、
そ
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
区
長
さ
ん

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
町

と
し
て
も
実
現
に
向
け
県
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
幡
地
区

△

道
路
拡
幅
の
要
望　

　

県
道
月
岡
真
壁
線
の
一
之
沢
地
内
か

ら
、
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
を
経
て
稲

子
・
藤
本
集
落
に
至
る
町
道
の
拡
幅
を

要
望
し
ま
す
。

【
建
設
課
長
】

　

こ
の
路
線
は
、
平
成
15
年
度
に
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
度

要
望
路
線
が
多
く
、
実
施
で
き
る
道
路

改
良
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
選
定

の
基
準
と
し
て
は
、
住
宅
の
密
集
度
、

生
活
道
路
と
し
て
の
重
要
性
、
さ
ら
に

は
経
済
効
果
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て

決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
判
断
す
る
と
、
今
年
度
に
お
い
て
当

路
線
の
改
良
に
着
手
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
次
年
度
以
降
に
な
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

△

観
光
道
路
整
備
の
要
望

　

県
道
笠
間
つ
く
ば
線
の
風
返
峠
付
近

【
建
設
課
長
】

　

県
も
町
と
同
様
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
月
岡
真
壁
線
の

湯
袋
地
内
の
局
部
改
良
に
着
手
し
て
お

り
、
今
後
も
優
先
路
線
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
当
路
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

実
現
に
向
け
引
き
続
き
県
に
要
望
し
て

行
く
こ
と
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
町
道
湯
袋
線
と
現
在
改
良
中
の
月

岡
真
壁
線
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。　
　

葦
穂
地
区

△

歩
道
整
備
の
要
望

　

町
道
葦
穂
７
号
線
の
吉
生
地
区
内
の

歩
道
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

【
建
設
課
長
】

　

現
在
危
険
性
の
高
い
と
思
わ
れ
る
、

瓜
谷
交
差
点
付
近
か
ら
歩
道
を
設
置
す

る
た
め
の
用
地
取
得
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。
全
線
整
備
ま
で
は
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
実
績
を
残
し
な
が

ら
新
市
に
引
き
継
ぐ
予
定
で
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

△

計
画
中
の
工
事
の
現
況
と
見
通
し
に

つ
い
て

　

上
曽
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
現
況
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

【
建
設
課
長
】

　

ま
ず
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル
の
概
要
で

す
が
、
ト
ン
ネ
ル
延
長
３
５
０
０
㍍

取
付
道
路
が
２
６
０
０
㍍
で
総
延
長

６
１
０
０
㍍
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
緯
は
、
平
成
２
年
度
に
基
礎
調
査

が
は
じ
ま
り
、
平
成
13
年
７
月
に
起
工

　

葦
穂
小
学
校
か
ら
柿
岡（
村
子
地
内
）

ま
で
の
県
営
農
道
整
備
の
現
況
と
見
通

し
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
政
課
長
】

　

こ
の
農
道
は
、
平
成
14
年
度
に
国
の

採
択
を
受
け
て
翌
年
度
か
ら
用
地
買
収

に
は
い
り
、
昨
年
度
ま
で
に
地
権
者
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
葦
穂
小
学

校
か
ら
村
子
ま
で
の
全
線
（
１
８
０
０

㍍
）
の
用
地
取
得
が
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
村
子
地
内
か
ら
鯨
岡
方
面
へ
の

５
６
０
㍍
に
つ
い
て
は
、
既
に
改
良
工

事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
見
通

し
で
す
が
、
平
成
17
年
度
に
予
定
し
た

予
算
が
確
保
で
き
ま
し
た
の
で
、
改
良

工
事
が
か
な
り
進
め
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

全線改良がまたれる八郷中央地区線

県道笠間つくば線（十三塚地内）

恋
瀬
地
区

△

道
路
拡
幅
改
良
工
事
の
要
望

　

３
年
前
に
県
の
土
木
委
員
会
に
陳
情

し
て
い
る
板
敷
・
小
見
間
の
道
路
拡
幅

改
良
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

【
建
設
課
長
】

　

板
敷
地
区
に
つ
い
て
は
、
県
道
土

浦
笠
間
線
の
道
路
改
良
工
事
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
用
地
買
収
と

物
件
補
償
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
の

で
、
工
事
の
着
手
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
継
続
し
て
事

業
を
進
め
て
行
く
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
県
道
西
小
塙
石
岡
線
の
十
日

橋
か
ら
小
見
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改

良
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、現
在
、金
ヶ

沢
地
内
の
狭
隘
部
分
の
改
良
に
向
け
努

力
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

式
が
行
わ
れ
、
現
在
取
り
付
け
道
路
の

用
地
買
収
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成

16
年
度
末
の
買
収
率
は
48
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
地
権
者
の
ご
理
解

を
得
な
が
ら
早
期
完
成
を
め
ざ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
「
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
整
備
事

業
」
の
早
期
採
択
に
向
け
、
関
係
機
関

に
対
し
、
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

が
未
整
備
の
た
め
、
観
光
客
の
誘
致
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
早
急
に

整
備
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

（３）



れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点
で

区
長
さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
き
意
見
書
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
質
監
視
員
に
つ
い
て　

△　

水
質
監
視
員
が
、
現
在
何
名
登
録
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
業
務
内
容
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

【
保
健
衛
生
課
長
】

　

現
在
町
に
は
、
10
名
の
監
視
員
さ

ん
が
お
り
、
水
質
汚
濁
や
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
等
の
監
視
の
た
め
、
月
に
３
回
以

上
の
巡
回
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
報

告
書
を
見
る
と
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
多

く
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
も
大
変

重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
は
広
報

等
で
監
視
員
さ
ん
を
紹
介
し
て
情
報
の

収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

瓦
会
地
区

△

車
両
交
通
規
制
の
要
望

　

県
道
笠
間
つ
く
ば
線
権
現
橋
の
三
叉

路
は
、
優
先
道
路
の
区
別
が
つ
き
に
く

く
、
非
常
に
危
険
と
考
え
ま
す
の
で
早

急
に
規
制
の
実
施
を
要
望
し
ま
す
。

【
総
務
課
長
】

　

現
地
は
、
県
道
と
町
道
と
の
交
差
点

で
あ
り
、
そ
の
危
険
性
を
十
分
認
識
し

△

道
路
拡
幅
改
良
工
事
の
要
望

　

部
原
地
区
の
池
の
端
か
ら
ギ
タ
ー
文

化
館
の
通
り
に
出
る
道
路
は
、
交
通
量

が
多
く
現
況
の
幅
員
で
は
非
常
に
危
険

で
す
の
で
、
拡
幅
を
要
望
し
ま
す
。

【
建
設
課
長
】

　

こ
の
道
路
は
、
４
㍍
に
改
良
工
事
が

済
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
更
に
拡
幅
す

る
場
合
に
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
か
ら
地
権
者
の

同
意
書
を
添
付
の
う
え
、
陳
情
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。　

園
部
地
区

△

通
学
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て

　

現
在
、
県
道
西
小
塙
石
岡
線
は
交

通
量
が
多
く
歩
道
も
な
く
、
大
変
危
険

で
あ
り
通
学
路
と
し
て
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
農
道
を
利
用
し
通
学

し
て
お
り
ま
す
が
、
未
舗
装
で
あ
り
通

学
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
の
で
、

早
急
に
舗
装
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

【
農
政
課
長
】

　

こ
れ
ま
で
農
道
整
備
は
、
生
活
道
路

や
幹
線
道
路
と
の
接
続
を
考
慮
し
整
備

し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
考
え
ま
す
と
、
早
急
に
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
転
作

の
達
成
も
条
件
に
加
わ
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

△

信
号
機
の
設
置
要
望

　

国
道
３
５
５
号
線
神
影
十
字
路
及
び

県
道
羽
鳥
停
車
場
線
皆
川
商
店
十
字
路

へ
の
信
号
機
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

【
総
務
課
長
】

　

神
影
十
字
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
信

号
機
設
置
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い

た
め
、
実
現
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

区
長
さ
ん
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
条
件
が
整
っ
た
段
階

で
再
度
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、
皆
川
商

店
十
字
路
に
つ
い
て
も
や
は
り
設
置
条

件
が
整
い
次
第
要
望
し
ま
す
。

林
地
区

△

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て

　

根
小
屋
地
内
に
お
い
て
処
理
施
設
の

建
設
計
画
が
再
浮
上
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
住
民
は
絶
対
反
対
で
す
の
で
、
行

政
も
共
通
の
認
識
を
示
し
て
欲
し
い
。

△

信
号
機
改
善
の
要
望

　

県
道
石
岡
筑
西
線
前
島
地
区
に
設
置

さ
れ
て
い
る
信
号
機
は
、
右
折
車
に
対

応
し
て
い
な
い
た
め
、
通
勤
時
間
帯
に

渋
滞
が
生
じ
大
変
危
険
で
す
の
で
、
改

善
を
要
望
い
た
し
ま
す
。　

【
保
健
衛
生
課
長
】

　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可

は
県
が
所
管
し
て
お
り
ま
す
が
、
許
可

を
す
る
場
合
、
町
の
意
見
書
を
求
め
ら

【
総
務
課
長
】

　

右
折
車
に
対
応
で
き
る
信
号
機
の
設

置
が
、
可
能
か
ど
う
か
石
岡
警
察
署
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。　

△

歩
道
整
備
の
要
望

　

県
道
石
岡
筑
西
線
（
上
林
地
内
）
の

歩
道
整
備
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

【
建
設
課
長
】

　

現
在
未
整
備
区
間
が
２
カ
所
あ
り
ま

す
が
、
１
カ
所
に
つ
い
て
は
、
用
地
の

協
力
が
得
ら
れ
る
事
か
ら
、
18
年
度
を

目
標
に
整
備
要
望
を
し
ま
す
。
ま
た
、

も
う
１
カ
所
に
つ
い
て
も
早
期
実
現
を

め
ざ
し
て
、
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

小
桜
地
区

△

朝
日
小
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　

朝
日
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
、
有
効
な
利
用
方
法
が
な
け
れ
ば
管

理
上
の
問
題
等
も
あ
る
の
で
、「
さ
ら

地
」
化
を
要
望
し
ま
す
。

【
管
財
課
長
】

　

現
在
、
跡
地
は
防
災
倉
庫
や
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
が
あ
り
、
校

舎
も
ま
だ
十
分
に
使
用
で
き
る
状
態
で

す
の
で
、「
さ
ら
地
」
化
は
最
終
的
な

案
と
し
て
、
合
併
前
を
目
標
に
有
効
活

用
の
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

△

下
水
道
整
備
の
計
画
に
つ
い
て

　

小
桜
地
区
の
下
水
道
整
備
計
画
の
概

要
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

【
下
水
道
課
長
】

　

小
桜
地
区
の
早
期
整
備
を
図
る
た

め
、
現
在
国
・
県
と
協
議
中
で
す
。
効

果
的
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
公

共
下
水
道
区
域
及
び
、
合
併
浄
化
槽
区

域
の
概
要
が
ま
と
ま
り
次
第
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
聞
く
会
議
を
開
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あとを絶たないゴミの不法投棄

ま
し
た
の
で
、
早
急
に
関
係
機
関
に
対

し
要
望
し
ま
す
。　

整備がまたれる通学路（柴間地内）

信号機改善要望箇所（前島入り口）

有効利用がまたれる朝日小跡地

 　（４）



代△

張
間　

田
口
義
章△

竹
の
内　

鈴

木
利
治△

宮
ケ
崎　

大
槻
誠
一△

新
谷

鈴
木
準
一△

上
郷　

久
保
田
幸
市△

山

根　

千
葉
誠△

小
堀　

富
田
文
男△

真

家　

本
多
敏
治△

郷
中　

真
家
寛
一
郎

△

真
家
宿　

真
家
巖△

園
中　

藤
岡
博

△

白
幡　

服
部
隆
充△

東
山
崎　

伊
藤

政
男△

向
原　

中
島
重
雄△

陣
場　

床

枝
三
郎△

西
久
保　

伊
藤
孝△

西
原　

川
野
輪
明△

東
宝
ラ
ン
ド　

木
村
光
洋

△

東
成
井
上
坪　

菱
沼
弘
志△

東
成
井

中
坪　

江
幡
光
弘△

東
成
井
下
坪　

仲

野
谷
一
美△

長
原　

真
原
栄△

鶴
沼　

長
谷
川
清
二△

塚
原　

塚
原
信
義△

永

沼
第
１　

大
槻
俊
郎△

永
沼
第
２　

大

槻
森
雄△

富
士
ハ
イ
ラ
ン
ド　

広
瀬
正

二【
自
治
会
】

△

新
成
自
治
会　

菅
原
宏
樹△

張
間
自

治
会　
　

原
正
広△

沓
形
自
治
会　

石

井
勇
吉△

駒
庭
自
治
会　

松
尾
育
造△

南
山
崎
第
１
自
治
会　

宮
本
千
広△

山

崎
自
治
会　

小
野
正
樹△

花
の
郷
自
治

会　

圷
育
男

林
地
区

△

根
小
屋　

皆
川
信
之△

大
関　

久
保

田
茂
文△

下
林　

倉
持
輝
彦△

飯
塚　

額
賀
新
一△

戸
の
内
第
１　

飯
塚
弘△

戸
の
内
第
２　

鈴
木
英
也△

戸
の
内
第

３　

飯
田
範
子△

あ
ざ
み　

今
野
誠
一

△

里　

飯
塚
孝
三△

嘉
良
寿
理　

島
田

義
男△

片
岡
本
田　

萩
原
冽△

片
岡
北

部　

大
野
谷
誠
一△

浦
須　

磯
山
道
男

鬼
澤
恒
男△

須
釜　

岩
本
忠
夫△

石
沢

飯
田
勝
久△

細
谷　

高
野
伊
一
郎△

上

青
柳　

櫻
井
量
一
郎△

下
青
柳
西　

梶

山
二
夫△

下
青
柳
東　

高
橋
勝△

原
押

越　

富
田
篤
夫△

加
生
野　

廣
瀬
靖

葦
穂
地
区

△

狢
内　

路
川
元
一△

鯨
岡
第
１　

飯

田
実△

鯨
岡
第
２　

三
輪
芳
雄△

小
山

田　

鈴
木
繁
光△

上
山　

髙
橋
一
郎△

平成１７年度の区長さんを紹介します

　平成１７年度に地域住民の代表として、まちづくりにご協力いただき
ます１５２行政区の区長さんと、８自治会の会長さんを紹介します。

柿
岡
地
区

△

新
地　

萩
原
貞
男△

荒
宿　

鯉
渕

徳
松△

西
町　

寺
沢
保△

寺
田　

薄
井

一
一△

旭
町　

稲
田
佐
武
郎△

上
宿　

小
林
宥
夫△

仲
町　

大
久
保
甲
三△

新

宿　

松
田
和
夫△

北
町　

川
井
正
一△

内
宿　

佐
藤
博△

下
宿　

髙
橋
泰
二△

館　

小
松
崎
利
夫△

研
究
所　

室
松
富

二
男△

八
重　

小
仁
所
史
雄△

長
堀　

小
森
和
一△

高
友　

三
輪
市
之
亟△

金

指　

嶋
田
元△

片
野
上
宿　

綿
引
瑞
容

△

片
野
下
宿　

横
尾
尚△

片
野
横
町　

江
畑
強
二△

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル　

小
柳
理

生【
自
治
会
】
山
な
み
自
治
会　

小
林
隆

小
幡
地
区

小
幡
地
区

△

十
三
塚　

今
橋
隆△

里　

富
田
茂△

稲
子　

山
口
健
一△

湯
袋　

渡
辺
勝
三

△

一
之
沢　

藤
田
操△

香
取　

富
田
貞

男△

細
内　

生
田
目
勇△

上
宿　

助
川

弘
喜△

中
宿　

鬼
澤
隆△

下
宿　

糸
賀

喜
幸△

堀
之
内　

鬼
澤
勝
昭△

横
町　

小
屋　

上
野
亨△
山
居
上
寺　

足
立
一

美△

上
曽　

冨
田
一
男△

北
之
内　

三

輪
康
史△

新
田　

岡
野
衛△

小
倉　

中

島
忠△

小
倉
向　

鈴
木
栄△

瓜
谷　

神

生
雅
夫△

小
久
保　

岡
野
任
克△

北
郷

田
中
政
雄△

辻　

生
田
目
隆△

上
根　

岡
崎
久△

籠
田　

阿
部
友
次

恋
瀬
地
区

△

板
敷　

竹
林
登△
北
浦　

入
江
利△

古
館　

長
谷
川
香△
荒
宿　

広
原
幸
二

△

上
宿　

道
川
亮△
本
町　

安
達
正
一

△

金
ヶ
沢　

入
江
勇△

細
内　

富
田
豊

△

仲
内　

友
部
吉
男△

和
内　

宇
田
昭

△

太
田
第
１　

谷
仲
力△

太
田
第
２　

広
瀬
仁
平△

中
戸
向
坪　

郡
司
米
三△

中
戸
中
坪　

中
澤
清
春△

半
久　

石
井

和
男△

小
見
第
１　

柘
植
松
男△

小
見

第
２　

髙
野
勝
雄

瓦
会
地
区

△

瓦
谷
上
宿　

谷
島
吉
右
衛
門△

瓦
谷

下
宿　

増
渕
忠△
両
桁
山
寺　

久
保
田

末
男△

石
野　

鈴
木
明△

下
三
郷　

野

村
栄
重△

宇
治
会
第
１　

柴
山
和
男△

宇
治
会
第
２　

塙
信
一△

弓
張　

野
村

長
男△

部
原　

真
家
清△

野
田　

白
田

栄△

佐
久　

酒
井
由
一△

小
塙　

桜
井

仁
博△

西
幡　

谷
島
重
洋

園
部
地
区

△

柴
間　

市
村
俊
雄△

宿
山
崎　

久
保

田
敏
明△

南
山
崎　

飯
村
昌
彦△

園
西

山
里
力
夫△

パ
セ
オ
パ
ル
ケ　

櫛
田
雅

△

上
林　

額
賀
欣
三△

前
島　

萩
原
芳

雄小
桜
地
区

△

半
田
東
部　

原
田
錦
吾△

半
田
中
部

田
口
喜
一△

半
田
西
部　

松
信
武
始△

川
又
東
部　

木
村
規
矩△

川
又
西
部

嶋
田
勝
一△

川
又
南
部　

関
一
夫△

月

岡
向
坪　

前
野
忠
重△

月
岡
本
田　

武

川
好
徳△

青
田　

西
村
務△

弓
弦　

萩

原
寿　

△

柴
内　

関
昭△

辻　

宮
部
善

守△

菖
蒲
沢　

鴻
巣
博
志△

小
野
越　

鴻
巣
昇△

仏
生
寺　

酒
井
馨△

中
山　

嶋
田
一
夫

区
長
全
員
協
議
会
の
後
、
区
長
連
合
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
16
年
度
の
事
業
報

告
と
収
支
決
算
、
平
成
17
年
度
の
事
業

計
画
と
、
収
支
予
算
及
び
役
員
の
承
認

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

   

平
成
17
年
度
区
長
連
合
会
の
役
員
は

次
の
方
々
で
す
。

区
長
連
合
会
役
員
【
敬
称
略
】

　

会　

長　
　
　

櫻　

井　

量
一
郎

　

副
会
長　
　
　

桜　

井　

仁　

博

　

副
会
長　
　
　

鯉　

渕　

徳　

松

　

委
員
長　
　
　

郡　

司　

米　

三

　

副
委
員
長　
　

萩　

原　
　

冽

　

副
委
員
長　
　

木　

村　

規　

矩

　

監　

事　
　
　

生
田
目　
　

隆

　

監　

事　
　
　

菱　

沼　

弘　

志　

（５）



来
年
３
月
に
は
44
市
町
村　

　

新
石
岡
市
は
人
口
10
位

　

本
年
３
月
末
の
合
併
特
例
法
の
期
限
が
過
ぎ
て
、
平
成
の
大
合
併

の
動
き
は
、
ひ
と
ま
ず
一
段
落
を
迎
え
ま
し
た
。
茨
城
県
内
で
は
、

昨
年
４
月
に
83
あ
っ
た
市
町
村
が
、
来
年
３
月
に
は
44
と
な
り
、
約

半
数
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
や
坂
東
市
、
筑
西
市
な
ど
11
の

新
市
町
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
来
年
３
月
ま
で
に
は
12
の
市
が
誕
生
し

ま
す
。
10
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
新
・
石
岡
市
の
合
併
を
含
め
、

県
内
の
合
併
事
情
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

合併協議会だより　vol.6

茨
城
県
に
お
け
る
平
成
の
大
合
併

合  　併
協 議 会
だ よ り

 vol.6

石岡市・八郷町

　

３
月
７
日
に
石
岡
市･

八
郷
町
合
併

協
定
調
印
式
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、

両
市
町
議
会
で
合
併
の
議
決
が
可
決
さ

れ
、
３
月
30
日
に
は
県
知
事
へ
の
申
請

が
終
了
し
ま
し
た
。

　

石
岡
市
と
八
郷
町
と
の
合
併
は
、
こ

れ
か
ら
県
議
会
の
議
決
、
総
務
大
臣
の

告
示
と
一
連
の
手
続
き
を
経
て
、
10
月

１
日
に
新
市
誕
生
と
な
り
ま
す
。

　

下
表
の
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
合
併

第
1
号
は
神
栖
町
に
波
崎
町
が
編
入
さ

れ
る
「
神
栖
市
」
で
、８
月
１
日
で
す
。

次
い
で
行
方
市
、
古
河
市
、
こ
れ
に
石

岡
市
、
桜
川
市
が
続
き
ま
す
。

合
併
日
ま
で
は
準
備
期
間

　

事
務
調
整
や
組
織
機
構
の
検
討

　

こ
れ
ら
い
ず
れ
の
市
町
村
で
も
、
合

併
に
向
け
て
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
新
市
誕
生
へ
向
け
て
の

準
備
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
作
業
が
あ

り
ま
す
。

・
新
市
例
規
集
の
策
定

　

石
岡
市
と
八
郷
町
で
は
、
条
例

規
則
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
８
１
８

件
・
４
８
２
件
あ
り
、
こ
れ
ら
を
整

理
し
、
新
市
と
し
て
の
条
例
規
則
等

を
整
備
し
ま
す
。
す
で
に
両
市
町
で

合
併
前
完
成
を
目
標
に
、
調
整
方
針

に
基
づ
い
た
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

・
具
体
的
な
事
務
事
業
の
調
整

　

石
岡
市･

八
郷
町
合
併
協
議
会
で
は
、

44
の
合
併
協
定
項
目
が
あ
り
、
決
定

し
た
調
整
方
針
に
基
づ
い
て
、
細
部

これから合併して誕生する市
合併日 自治体 合併方式

H17.8 .1 神栖市 編入

　　9.2 行方市 新設

　　9.12 古河市 新設

　 10.1 石岡市 新設

　〃 桜川市 新設

　 10.11 鉾田市 新設

H18.1 .1 常総市 編入

　〃 下妻市 編入

　　2.20 土浦市 編入

　　3.19 笠間市 新設

　　3.27 小美玉市 新設

　〃 つくばみらい市 新設

に
わ
た
り
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
八
つ
の
専
門
部
会
と
23
の
分
科

会
、
幹
事
会
で
、
す
り
あ
わ
せ
が
進

ん
で
い
ま
す
。

・
組
織
機
構
の
検
討

　

新
・
石
岡
市
に
お
い
て
は
、
本
庁
が

石
岡
市
役
所
で
、
総
合
支
所
が
八
郷

町
役
場
と
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
組
織
機
構
と
し
て
、
そ
れ
に

あ
わ
せ
た
効
率
的
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
配
慮
し
た
体
制
づ
く
り
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
電
算
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化

　

大
切
な
住
民
デ
ー
タ
を
扱
う
電
算
シ

ス
テ
ム
は
、
合
併
の
日
か
ら
即
稼
動

で
き
る
ス
ム
ー
ズ
な
切
り
替
え
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
住
民
情
報
や
税
関
係

の
情
報
、
国
保
や
福
祉
、
上
下
水
道

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
情
報
を
一
体

化
し
、
操
作
に
係
る
職
員
研
修
も
含

め
て
準
備
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
改
修
・
移
転
な
ど
の
準
備

　

以
上
の
調
整
以
外
に
も
、
施
設
の
改

修
や
看
板
の
書
き
換
え
、
組
織
機
構

に
合
わ
せ
た
移
転
作
業
な
ど
が
新
市

誕
生
ま
で
に
必
要
と
な
る
た
め
、
準

備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

（６）



合併協議会だより　vol.6
　

県
内
市
町
村
数
　　　　　　

　
　
　

50
年
で
約
８
分
の
１

　   

昭
和
の
大
合
併
前
か
ら
今
日
に
至
る

市
町
村
合
併
の
動
き
を
見
て
い
く
と
、

こ
の
50
年
余
で
、
茨
城
県
内
の
市
町
村

数
は
、８
分
の
１
以
下
に
減
少
し
ま
す
。

そ
の
動
き
の
中
で
、
村
は
激
減
し
、
市

は
８
倍
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
三
つ
以
上
の
市
町
村
の
合
併

に
よ
っ
て
、
広
大
な
面
積
を
持
つ
新
市

が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
１
０
０
平
方

㌔
㍍
以
上
の
自
治
体
は
22
を
数
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

新
・
石
岡
市
は
、
こ
の
中
で
面
積
で

８
番
目
、人
口
で
10
番
目
と
な
り
ま
す
。

平成 18年３月末

県内市町村の状況（見込み）

・今年３月までに合併：11市町
　市町村数 62（市 26、町 27、村９）
・来年３月までに合併：12市
　市町村数 44（市 32、町 10、村２）

合併後の面積
順位 市町村 面積 km2
1 常陸太田市 372
2 常陸大宮市 348
3 大子町 326
4 つくば市 284
5 笠間市 240

8 石岡市 213

40 守谷市 36
41 美浦村 34
42 利根町 25
43 大洗町 23
44 五霞町 23

県内市町村数の変遷
年　月 市 町 村 計
S28. ４ ４ 54 308 366
S31. １ 14 45 63 122
S63. １ 20 41 27 88
H14.11 22 44 17 83
H17.4 26 27 ９ 62
H18.3 32 10 ２ 44

（H18.3 は、見込み数）

[ 提供：茨城県市町村課 ]

新緑の恋瀬川サイクリングロードを走る（八郷町）

（７）



平成 18年３月時点の県内市町村一覧（見込み）
※印のついた自治体は、来年３月までに誕生する市

No. 自治体 人口 /万人 合　併　市　町　村
1 水戸市 26.4 水戸市・内原町
2 日立市 20.1 日立市・十王町
3 つくば市 19.7 つくば市・茎崎町
4 ひたちなか市 15.3 勝田市・那珂湊市
5 古河市※ 14.7 古河市・総和町・三和町
6 土浦市※ 14.4 土浦市・新治村
7 筑西市 11.4 下館市・関城町・明野町・協和町
8 取手市 11.2 取手市・藤代町
9 神栖市※ 9.1 神栖町・波崎町
10 石岡市※ 8.3 石岡市・八郷町
11 笠間市※ 8.2 笠間市・友部町・岩間町
12 龍ヶ崎市 8.0 
13 牛久市 7.6 
14 常総市※ 6.7 水海道市・石下町
15 鹿嶋市 6.4 鹿島町・大野村
16 常陸太田市 6.0 常陸太田市・金砂郷町・水府村・里美村
17 坂東市 5.8 岩井市・猿島町
18 那珂市 5.5 那珂町・瓜連町
19 小美玉市※ 5.4 小川町・美野里町・玉里村
20 守谷市 5.4 
21 結城市 5.3 
22 鉾田市※ 5.1 鉾田町・旭村・大洋村
23 稲敷市 5.0 江戸崎町・東町・新利根町・桜川村
24 北茨城市 5.0 
25 桜川市※ 4.9 岩瀬町・真壁町・大和村
26 常陸大宮市 4.8 大宮町・山方町・美和村・緒川村・御前山村
27 阿見町 4.8 
28 下妻市※ 4.7 下妻市・千代川村
29 かすみがうら市 4.5 千代田町・霞ヶ浦町
30 行方市※ 4.1 麻生町・玉造町・北浦町
31 つくばみらい市※ 4.0 伊奈町・谷和原村
32 東海村 3.5 
33 茨城町 3.5 
34 高萩市 3.3 
35 潮来市 3.1 潮来町・牛堀町
36 境町 2.7 
37 八千代町 2.4 
38 城里町 2.3 常北町・桂村・七会村
39 大子町 2.2 
40 大洗町 1.9 
41 美浦村 1.8 
42 利根町 1.8 
43 河内町 1.1 
44 五霞町 1.0 
茨城県総人口 298.3 

○人口は、４月１日現在の県常住人口調査に基づき、千人以下を四捨五入した推定値

会
議
資
料
は
閲
覧
で
き
ま
す

　

会
議
資
料
は
、
石
岡
市
役
所･

八
郷
町
役
場
の
企
画
課
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
閲
覧
時
間

は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

開
庁
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す

　

合
併
協
議
会
の
動
き
や
合
併
に

関
す
る
情
報
、
会
議
資
料
、
議
事

録
を
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（
石
岡
市･

八
郷
町
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
）

協
議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
員
は
30
名
。
協
議
会
開
始
30

分
前
に
先
着
順
で
受
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
と
き
に

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

合併協議会だより　vol.6
　
　

人
口　

県
南
に
集
中
傾
向

   
来
年
以
降　

10
万
人
以
上
は
８
市

　

昭
和
30
年
に
約
２
０
０
万
人
だ
っ

た
茨
城
県
の
人
口
は
、
半
世
紀
を
経
て

３
０
０
万
人
を
目
前
に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併
当
時
、
県
内
で
は
10
万

人
を
超
え
る
市
は
、
13
万
8
千
人
の
水

戸
市
と
13
万
5
千
人
の
日
立
市
の
二
つ

だ
け
で
し
た
。

　

そ
の
時
期
、土
浦
市
は
７
万
２
千
人
、

石
岡
市
は
３
万
６
千
人
で
、
他
の
市
も

３
万
人
前
後
が
大
半
で
し
た
。

　

八
郷
町
の
人
口
は
、
昭
和
20
年
代
の

３
万
３
千
人
が
ピ
ー
ク
で
、
以
後
３
万

人
前
後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
一
世
帯
の
構
成
人
員
が

減
り
（
昭
和
30
年
5.4
人
↓
平
成
15
年
2.9

人
）、
県
南
地
区
の
都
市
部
に
人
口
が

集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
の

大
合
併
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
広
域
的
な

施
策
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な
時
代
に
即

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

合
併
協
議
会
は
７
月
１
日
に
開
催

　

第
６
回
合
併
協
議
会
は
、
７
月

１
日
、
八
郷
町
役
場
１
０
１
会
議

室
に
お
い
て
開
催
の
予
定
で
す
。

合併協議会事務局
　〒315-0027

石岡市杉並二丁目１番１号

石岡市保健センター内

         tel   0299-27-8867

         fax  0299-24-1393

        メール

        info_gappei@bz01.plala.or.jp

5 月、石岡市内での歴史の里を歩くウォークラリー

（８）



福  医療福祉費支給制度のご案内福  医療福祉費支給制度のご案内

（表1）

区　分 対　象　者 所 得 制 限 申請手続きに必要なもの

妊産婦 母子手帳の交付を受けた方
＊交付月の初日から出産の翌月末日まで

・本人又はその配偶者
　（表 2）
・扶養義務者の所得
　（1,000 万円以下）

健康保険証、母子手帳、認印、
金融機関（郵便局を除く）の口
座番号のわかるもの

乳　児 0 歳児
＊満 1歳の誕生日の属する月まで

・乳児の父母（表 2）
・扶養義務者の所得
　（1,000 万円以下）

健康保険証、認印

幼　児 1・2歳児
＊満 2歳・満 3歳の誕生日の属する月まで

・幼児の父母（表 2）
・扶養義務者の所得
　（1,000 万円以下）

健康保険証、認印

3歳児
（町単独事業）

3 歳児
＊満 4歳の誕生日の属する月まで

・3歳児の父母（表 2）
・扶養義務者の所得
　（1,000 万円以下）

健康保険証、認印、金融機関（郵
便局を除く）の口座番号のわか
るもの

母子家庭

（ア）母と子
① 18 歳未満の児童とその児童を養育また
　は監護する母
② 20 歳未満の障害児または高校在学者と
　その母
（イ）父母のない子

・母子家庭の母子
　（表 3）
・扶養義務者の所得
　（1,000 万円以下）

健康保険証、認印、本籍地が八
郷町でない方は戸籍抄本
※②の方は、障害の程度を証明
する書類または在学を証明する
書類

父子家庭

父と子
① 18 歳未満の児童とその児童を養育また
　は監護する父
② 20 歳未満の障害児または高校在学者と
　その父

・父子家庭の父子
　（表 3）
・扶養義務者の所得
　（1,000 万円以下）

健康保険証、認印、本籍地が八
郷町でない方は戸籍抄本
※②の方は、障害の程度を証明
する書類または在学を証明する
書類

重 度
心身障害者

（ア）身体障害者手帳 1級または 2級の交
　　付を受けた方
（イ）内部障害で身体障害者手帳 3級の交
　　付を受けた方（心臓、腎臓、呼吸器、
　　ぼうこう、直腸、小腸、ヒト免疫不全
　　ウィルス）
（ウ）知能指数が 35以下と判定された方
（エ）身体障害者手帳 3級かつ知能指数が
　　50以下と判定された方

・重度心身障害者の所得
　（1,000 万円以下）
・扶養義務者の所得
　（1,000 万円以下）

健康保険証、認印、障害の程度
を証明する書類（身体障害者手
帳、養育手帳等）

● 問い合わせ先　役場1階・国保医療課医療福祉係　内線1127

　　福  医療福祉費支給制度とは、八郷町に住所がある方で下表1に該当される方が各種健康保険を使って医療機

関等に受診されたとき、自己負担分の費用を県と町で助成する制度です。

　ただし、健康診断や差額ベッド代等の保険適用外分については対象となりません。

　また、それぞれ扶養などの控除に応じた所得制限があり、これを超える所得がある方は本制度非該当となります。

　なお、外来自己負担金として、外来で受診された場合のみ医療機関ごとに1回500円、月2回を限度として負

担していただきます（重度心身障害者の方を除く）。

○

（表2）　妊産婦、乳幼児

扶養親族数 所得制限額
（千円）

うち老人扶養親族などの数
1人 2人 3人

0人 4,010 － － －
1人 4,310 4,370 － －
2人 4,610 4,670 4,730 －
3人 4,910 4,970 5,030 5,090

（表3）　母子家庭の母子、父子家庭の父子

扶養親族数 所得制限額
（千円）

うち老人扶養親族などの数
1人 2人 3人

0人 3,096 － － －
1人 3,476 3,576 － －
2人 3,856 3,956 4,056 －
3人 4,236 4,336 4,436 4,536

  所得制限所得制限

(9)

○○○福  医療福祉費支給制度のご案内



さ
わ
や
か
健
康
教
室
参
加
者

                  

募
集
中
！

 

ー
運
動
で
健
康
を
手
に
入
れ
よ
う
ー

　

八
郷
町
で
は
、
病
気
や
け
が
な
ど

で
機
能
が
低
下
し
た
人
に
必
要
な
訓
練

を
行
い
、
心
身
の
機
能
の
維
持
・
回
復

を
目
的
に
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
寝
た
き
り
や

閉
じ
こ
も
り
の
予
防
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

対
象
者

　

・
40
歳
以
上
で
通
所
可
能
な
方

　

・
治
療
終
了
後
も
継
続
し
て
訓
練
が

　
　

必
要
な
方

実
施
日

　

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

　

・
基
本
動
作
や
生
活
動
作
の
訓
練

　

・
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

な
ど

◆
月
2
回
は
理
学
療
法
士
の
個
別
指
導

が
あ
り
ま
す
。

＊
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
1
時
間

弱
の
集
団
体
操
後
、「
足
が
軽
く
な
っ

た
」「
す
っ
き
り
し
た
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ム
ー
ズ
に
で
き
な
い
た
め
誤ご
え
ん嚥

性
肺
炎

を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

訪
問
歯
科
相
談
の
内
容

　

・
口
腔
の
清
拭
方
法
や
義
歯
の
取
り

　
　

扱
い
な
ど
の
相
談

　

・
治
療
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
の

　
　

受
診
の
勧
め

　

・
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
誤ご
え
ん嚥
性
肺

　
　

炎
の
予
防

ス
タ
ッ
フ　

歯
科
衛
生
士
・
保
健
師

費
用　

無
料

＊
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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●八郷町保健センター　電話 43-6655

けんこうけんこう通信
メールでの相談も受付けています。
hoken@town.yasato.ibaraki.jp 

保健師
の

ひとく
ちメモ

　　

食
生
活
の
変
化
や
日
常
生
活
で
の
省

力
化
な
ど
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
が
増

え
て
い
ま
す
。
運
動
は
脂
肪
燃
焼
、
筋

肉
増
加
、
ま
た
血
液
の
流
れ
を
よ
く
す

る
な
ど
良
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ふ
だ

ん
運
動
習
慣
の
な
い
方
で
も
行
え
る
内

容
で
す
の
で
、
気
兼
ね
な
く
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

　

平
成
17
年
7
月
〜
18
年
2
月

　

毎
月
第
二
火
曜
日　

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

　

※
初
回
は
7
月
12
日
に
な
り
ま
す
。

内
容

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、
健
康
講
話
、

　

運
動
実
技

場
所　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師

　

健
康
運
動
指
導
士
・
阿
部
夕
子
先
生

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
定
員
は
30
名
。
参
加
料
無
料
。

　

歯
磨
き
は
、
食
べ
物
の
か
す
を
取
り

除
く
だ
け
で
な
く
、
歯
周
病
や
口
臭
等

の
原
因
と
な
る
細
菌
を
除
去
す
る
目
的

が
あ
り
ま
す
。
一
般
の
人
で
あ
れ
ば
食

べ
物
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
た
り
、
歯
磨

き
を
す
る
こ
と
で
細
菌
の
数
が
一
定
量

に
保
た
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
要
介
護
高
齢
者
の
場
合
、

薬
な
ど
の
影
響
か
ら
口
腔
内
が
乾
燥
し

て
細
菌
が
増
殖
し
や
す
く
な
り
、
殺
菌

効
果
も
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
免
疫
力

の
低
下
や
食
物
の
咀そ
し
ゃ
く嚼

・
え
ん
下
が
ス

リ
ハ
ビ
リ
教
室
に

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

寝
た
き
り
の
方
へ
の

 

訪
問
歯
科
相
談
を
始
め
ま
し
た

　

や
っ
と
子
供
の
手
が
離
れ
た
と
思
っ

た
ら
、
親
の
介
護
が
・
・
・
と
い
う
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
我
が
家
で
も
親

の
健
診
結
果
を
見
る
と
、
年
を
追
う
毎

に
指
摘
を
受
け
る
項
目
が
増
え
、
薬
も

飲
み
始
め
た
様
子
。
健
康
の
維
持
は
難

し
い
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
今
年
で
５
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
「
介
護
＝
大
変
」

と
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
が
人
を
支
え
る
と
い

う
こ
と
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
割
り
切
れ

る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。　
　

　

あ
る
雑
誌
に
介
護
に
つ
い
て
の
記
事

を
見
つ
け
ま
し
た
。
介
護
を
受
け
る
方

も
行
う
方
も
「
快
い
介
護
＝
快
護
」
が

行
え
る
よ
う
ポ
イ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
介
護
者
に
笑
顔
が
あ
る
事
、
②
介
護

者
に
自
分
の
時
間
が
あ
る
事
、
③
介
護

者
が
良
く
眠
れ
る
事
、
④
介
護
者
が
孤

独
で
な
い
事
、
⑤
介
護
者
が
元
気
で
あ

る
事
が
快
護
の
掟
だ
と
か
。

　

介
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　

介
護
に
一
生
懸
命
な

方
、
始
め
た
て
の
方
、
介
護
に
責
任
感

の
あ
る
方
ほ
ど
「
大
変
介
護
」
に
陥
り

や
す
く
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が

難
し
く
な
る
と
い
い
ま
す
。
健
康
で
元

気
な
介
護
者
を
目
指
し
て
、
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師　

渡
辺



　　
自衛官募集

　　

図書室からのご案内

　　

開室時間　　午前８時30分～午後５時

○本の貸し出しは１人当たり１回５冊までで

す。

○貸し出し期間は２週間です。土・日もご利

用できます。
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新刊図書

○一般図書

新ライバル物語　１～3巻

産経新聞特集部 

ブッシュの野望サウジの陰謀

クレイグ・アンガー

真珠湾〈奇襲〉論争　 須藤真志

今川義元  自分の力量を以て国の法度を申付く

小和田哲男

水彩レッスン１．２．３　 三好貴子

お年寄りにもやさしい家族いっしょのレシピ

今泉久美

もっと楽に生きる　 大西智城

おんみつ蜜姫　 米村圭伍

○児童図書

たんぽぽのわたげ　 秦育子

ないたあかおに　 浜田広介

おだんごはん　 ロシア民話

よあけ　 U・シュルヴィッツ

小さなスプーンおばさん　 A・プリョイセン

魔女の宅急便　１～４巻　 角野栄子

よなかのさんぽ　 おかねよしき

ことりとあかちゃんのおはなし

アンドレ・ダーハン

※図書室の本は、期限までに返却され

ますようお願いいたします。

問い合わせ先

八郷町立中央公民館　電話43‐6262

※2等陸・海・空士（10月入隊）採用試験について

応募資格　18歳以上27歳未満の男子

受付期間　平成17年7月4日（月）から8月5日（金）まで

試 験 日　平成17年8月7日（日）

試験会場　陸上自衛隊霞ヶ浦駐屯地

試験科目　筆記試験【国語・数学・社会（択一式）及び作文】

　　　　　口述試験、適性検査、身体検査

連 絡 先　自衛隊茨城地方連絡部  土浦募集事務所  TEL029-821-6986

　　

茨城県フラワーパーク
開園20周年記念入園券を販売しています

販売価格　通常価格740円のところ、500円（大人のみ）

　　　　　限定20,000枚【有効期限　平成17年11月末日】

販売場所　八郷町商工会・八郷町観光協会・八郷町農協本所及び各支所・

　　　　　やさと温泉「ゆりの郷」・国民宿舎「つくばね」・ふれあいの森

問い合わせ先　茨城県フラワーパークTEL42-4111

社会保険事務所から
年金相談窓口についてのお知らせ

●月曜日の相談時間を午後7時まで延長しました。

①平成17年4月から、全事務所で実施しています（水戸年金相談センター

を除く）。

②10月31日（月）については、オンラインシステムの都合により、相

談時間の延長はありません。

③月曜日が休日となる場合は、翌日等に振替えて実施します。振替となる

日は以下のとおりです。

　平成17年 7月18日（月）海の日→19日（火）

　 9月19日（月）敬老の日→20日（火）

　 10月10日（月）体育の日→11日（火）

　平成18年 1月2日（月）閉庁日→4日（水）

　 1月9日（月）成人の日→10日（火）

●休日の相談窓口を開設しました。

①平成17年4月から、毎月第2土曜日及び第3土曜日に、全事務所で

年金相談窓口を開設しています（水戸年金相談センターを除く）。ただし、

このうち第3土曜日は当面9月までの対応であり、10月以降は未確定で

す。第2土曜日は、年間を通して実施します。

②受付時間は午前9時30分から午後4時までです。

●その他

　年金相談でお出かけの際は、年金手帳・基礎年金番号通知書・年金証書

（年金受給者の場合）・認印等をお持ちください。なお、ご家族の方が代理

で相談される場合は、ご本人からの「委任状」も必要になります。

●問い合わせ先　土浦社会保険事務所TEL029-822-3940

　　　　　　　　土浦市下高津二丁目7番29号



た。秋には稲を刈り、収穫祭で餅をついてみんなで

いただきます。

　同校 PTA会長の成田勝さんは「田植えを通して

自然のすばらしさ、米づくり・ものをつくる喜びを

感じてほしい」と話していました。

　町立小幡小学校（飯田和行校長）の全校児

童 156 名が、毎年恒例の田植え体験を 5月 11 日

に行いました。

　この日は肌寒く 3月下旬並みの気温でしたが、児

童たちは半そで・半ズボン姿、素足で元気に田植え

をしました。5・6年生ともなると田植えは慣れた

もので、手際よく苗を植えていました。一方、1年

生は田植えは初めて。6年生に手を引かれ、恐る恐

る田んぼへ足を踏み入れます。最初は「こわい」「泥

が気持ち悪い」といっていた児童もいましたが、上

級生に教わりながらがんばって田植えに挑戦。PTA

や子ども会育成会の役員の皆さんの協力のもと、1時間

ほどで約 900 ㎡の田んぼ一面に苗を植え終えまし

●まちの話題できごと

(12)

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施

　

青
少
年
を
育
て
る
八
郷
町
民
の
会
東
成

井
支
部
で
は
、
東
成
井
小
学
校
区
内
の
子

ど
も
と
大
人
の
相
互
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。
活
動
の
一
環
と
し
て
、
５
月
15
日
に

東
成
井
小
学
校
で
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
、
総

勢
79
名
が
協
力
し
て
、
花
壇
に
ア
ゲ
ラ

タ
ム
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。

期
日　

平
成
17
年
5
月
21
日

会
場　

総
合
運
動
公
園
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
シ
ニ
ア
の
部
▽
優
勝　

菅
原
治
（
瓦

谷
）
▽
準
優
勝　

木
村
文
治
（
山
崎
）
▽

三
位　

広
沢
輝
雄
（
瓦
谷
）

男
子
ゴ
ー
ル
ド
の
部
▽
優
勝　

赤
羽
根
実

（
片
野
）
▽
準
優
勝　

鈴
木
光
雄
（
大
増
）

▽
三
位　

久
保
田
芳
男
（
山
崎
）

泥んこになって
　　がんばったよ！

八
郷
町
体
育
協
会
会
長
杯

Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会
結
果
（
Ｈ
・
Ｃ
制
）

自分の地域は自ら守る 八郷町美術展を開催
　町内消防団

の新入団員と

新幹部の訓練

が、5月29日

に町役場で行

われました。

　今年、新し

く団員、幹部

となったのは92名。訓練では、消防団幹部・団員

の心得、消防戦術、消防機械機具の取り扱い方、規

律と操法などについて学びました。参加した皆さん

は、真剣に訓練に取り組んでいました。

　いざ災害が起こったとき、地域の防災

リーダーとして活躍が期待されます。

　八郷町美

術展実行委員

会（大枝恒雄

委員長）主催

による第9回

八郷町美術展

が、5月21日

から25日まで町立中央公民館で開催されました。

　この美術展は、美術を愛好する方々の作品発表の

場として開催。今年は、150名から219点の作品

が出品され、多くの人が鑑賞に訪れました。展示さ

れたのは、日本画・水墨画・洋画・彫刻・工

芸美術・書・写真。力作ぞろいで、訪れた人々

はじっくりと作品に見入っていました。



高エネ研産の茅で屋根を葺き替え
　4月上旬、11日間にわたって、辻の坂入和夫さん宅

の茅葺屋根の一部の葺き替えが行われました。葺き替え

に使った茅は、高エネルギー加速器研究機構（つくば市

大穂）から提供を受けた茅。

　それが縁で、4月27日に同機構長の戸塚洋二さんが、

葺き替え作業を終えた坂入さん宅の茅葺民家を訪問。八

郷町茅葺民家保存会（木﨑眞会長）の会員たちが出迎え

ました。筑波大学の安藤邦廣教授、屋根の葺き替え作業

を行った茅葺職人の小又明さん（小屋）も加わり、戸塚

さんに茅葺屋根やその葺き替え作業について説明しまし

た。

　茅の確保は、茅葺民家を保存していく上で、重要な課

題のひとつ。同機構からの茅の提供は、課題の解決に向

けて大きな前進です。小又さんは「高エネの茅は、とて

も良い茅」と絶賛。安藤教授によれば、今後、定期的に

刈り取りを行うことでよりたくさんの茅がとれるように

なるそうです。

　戸塚さんは「素晴らしい伝統に感激しました。大変で

しょうが、ぜひ伝統を残していっていただきたい。高エ

ネ研は基礎研究の牙城ですので、これを機に少しでも身

近になっていただければ」と話していました。

(13)

●まちの話題できごと

す。皆さんも日ごろの運動不足の解消に、サイクリング

をしてみてはいかがですか。恋瀬川サイクリングロード

なら、ゆっくり自然を眺めながら、安全で快適にサイク

リングを楽しめますよ。

ペダルを踏んで身も心もリフレッシュ
　町民サイクリング（八郷町教育委員会主催）が5月

14日に行われ、約40名が参加しました。自然に親し

みながら、サイクリングを通して体力づくりをすること

が目的。

　一行は、町立中央公民館を出発。恋瀬川サイクリング

コースから、片野、月岡地内を通り、辻のいちご団地へ。

いちご狩りを楽しんだあと、フラワーパークへ向かい昼

食休憩。再びサイクリングコースを通って中央公民館へ

戻りました。参加者たちは春の心地よい風の中、ペダル

を踏んで身も心もリフレッシュ!!　新緑の自然を満喫し

ました。

　サイクリングには、6歳の子どもから68歳の大人ま

で幅広い年齢層から参加。サイクリングは、年齢や性

別に関係なく手軽に楽しめて健康につながるスポーツで

　

広
報
や
さ
と
の
14
・
15
㌻
「
み
ん
な
の

広
場
」
習
字
コ
ー
ナ
ー
、
や
さ
と
文
芸
、

わ
た
し
も
一
言
、
イ
ラ
ス
ト
へ
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

春
季
リ
ー
グ
大
会
結
果

期
日　

4
月
29
日
〜
5
月
1
日

会
場　

総
合
運
動
公
園

野
球
の
部
▽
優
勝　

葦
穂
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
▽
準
優
勝　

園
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽

三
位　

柿
岡
つ
く
ば
ね
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
▽
優
勝　

小
幡
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
準
優
勝　

葦
穂
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
▽
三
位　

つ
く
ば
ね
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

■
お
詫
び　

広
報
や
さ
と
4
月
号
14
㌻
・

俚
謡
1
句
目
の
関
清
志
さ
ん
の
住
所
「
青

田
」
は
「
川
又
」
の
誤
り
で
す
。
広
報
や

さ
と
平
成
17
年
5
月
号
折
り
込
み
の
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
し
た
「
ひ
ま
わ
り
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
」
は
、
お
知
ら
せ
版
発
行
日
以

前
の
開
催
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

女
子
の
部
▽
優
勝　

梶
原
サ
ク
子（
山
崎
）

▽
準
優
勝　

千
葉
初
子
（
真
家
）
▽
三
位

　

富
田
き
よ
子
（
真
家
）

【
敬
称
略
】

左から、坂入さん、戸塚機構長、安藤教授、小又さん左から、坂入さん、戸塚機構長、安藤教授、小又さん左から、坂入さん、戸塚機構長、安藤教授、小又さん



　

六
月
一
日
は
多
く
の
川
で

鮎あ
ゆ

釣
り
が
解
禁
に
な
り
、
こ

の
日
を
待
ち
わ
び
た
釣
り
人

で
賑に
ぎ

わ
い
ま
す
。
鮎
は
優
雅

な
姿
、
上
品
な
味
わ
い
か
ら

し
ば
し
ば
川
魚
の
王
と
い
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一

生
は
短
く
、
寿
命
は
ほ
と
ん

ど
の
場
合
一
年
で
す
。

　

秋
に
川
底
で
ふ
化
し
た
鮎

の
稚
魚
は
、
い
っ
た
ん
海
に

入
っ
て
冬
を
過
ご
し
、
早
春

に
な
っ
て
六
、
七
セ
ン
チ
に
育

つ
と
再
び
川
へ
。
川
を
遡
さ
か
の
ぼり

、

岩
に
つ
い
た
藻も

や
苔こ

け

な
ど
を

食
べ
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

鮎
は
「
若
鮎
」「
小
鮎
」
と
呼

ば
れ
、
俳
句
で
は
春
の
季
語

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

夏
の
間
に
栄
養
を
十
分
蓄

え
、
体
長
二
十
セ
ン
チ
余
、

丸
々
太
っ
た
鮎
は
、
秋
に
な

る
と
ま
た
川
を
流
れ
下
り
、
河

口
で
産
卵
し
て
一
生
を
終
え

ま
す
。
こ
の
時
期
の
鮎
は
「
落

鮎
」「
下
り
鮎
」「
錆さ
び

鮎
」
の

呼
び
名
が
あ
り
、
俳
句
で
は

秋
の
季
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
年
で
一
生

を
終
え
る
こ
と
か
ら
「
年
魚
」

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
ま
れ
に

生
き
な
が
ら
え
て
年
を
越
し

た
鮎
は
「
と
ま
り
鮎
」「
通

し
鮎
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
一
種
独
特
の
香
り
を
も
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
香
魚
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
「
鮎
」
の
語
源
は
、

川
を
下
り
落
ち
る
を
意

味
す
る
古
語
の
「
あ
ゆ

る
」
に
由
来
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
六
月
に
入

る
と
水
に
親
し
む
機

会
が
増
え
ま
す
。
海

や
川
な
ど
に
行
く
と
き
は
天

候
、
自
分
の
体
調
な
ど
を
十

分
チ
ェ
ッ
ク
し
て
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
や
水
上
オ
ー
ト

バ
イ
に
乗
る
と
き
は
ル
ー
ル

を
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

(14)

　
　

短　

歌　
　
　
　
　
　

大
塚　

誠　

選

今
は
も
う
独
り
身
の
嫁
に
蕎
麦
を
打
ち
持
た
せ
て
帰
す
母
の
心
は　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

藤
岡　

正
雄

好
天
に
櫻
前
線
追
い
求
め
旅
す
と
の
友
の
声
も
弾
み
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

荒
井　

幸
子

山
百
合
を
八
郷
の
山
よ
り
京
の
地
に
初
夏
発
送
の
計
画
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
田　

関　
　

好
之

　
　

俳　

句　
　
　
　
　
　

綿
引　

鼓
峰　

選

蛇
苺
窯
跡
の
径み

ち

明
か
る
く
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
岡　

大
塚　

博
子

桜
苗
植
え
公
園
に
す
る
と
言
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

川
又　

川
又　

渓
二

新
入
生
学
校
帰
り
待
ち
遠
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
内　

羽
生　
　

俊

　
　

俚　

謡　
　
　
　
　
　

白
田　

正
源　

選

ほ
ろ
り
ほ
ん
の
り
程
よ
く
酔
う
て
母
が
若
や
ぐ
那
須
の
宿　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

額
賀　

力
江

広
い
牧
場
に
若
草
萌
え
て
牛
の
腹
毛
も
寝
て
染
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

加
藤　

弥
生

厚
い
介
護
に
瞼
が
潤
む
床
の
姑
御
に
尽
す
嫁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

上
野　

千
代

習
字
コ
ー
ナ
ー

柿
岡
中
二
年　

上
田 

与
一

構え大きく線鋭く大胆な
作

恋
瀬
小
五
年　

谷
仲 

美
沙
希

●
や
さ
と
文
芸

みんなの広場

評　

玄
潮
会
理
事　

森  

浩
亭

丸みのある線で形よく力
強い作



●

【
材
料
４
人
分
】

　

さ
ば  

１
２
０
ｇ
（
４
切
れ
） 

　

に
ん
じ
ん  

２
／
５
本 

　

ピ
ー
マ
ン  

２
個 

　

玉
ね
ぎ　

小
１
個 

　

大
根
お
ろ
し  

１
カ
ッ
プ 

　

Ａ
〈 

し
ょ
う
ゆ　

大
さ
じ
２
・
酢　

大
さ
じ
４ 

〉

【
作
り
方
】

　

①
さ
ば
は
素
焼
き
に
す
る
。

　

②
に
ん
じ
ん
、
ピ
ー
マ
ン
、
玉
ね
ぎ
を
千
切
り　

　

に
し
て
炒
め
、
大
根
お
ろ
し
と
和
え
る
。

　

③
②
を
Ａ
で
調
味
し
、
①
を
20
分
〜
30
分
つ
け　

　

る
。

イイ
ララ
スス
トト

わわ
が
家
の

　
　
　

ア
イ
ド
ル

家
族
か
ら
の
一
言

　

い
つ
も
元
気
は
つ
ら
つ
な
男
の
子

で
す
。歌
と
ム
シ
キ
ン
グ
が
大
好
き
。

お
手
伝
い
を
よ
く
し
て
く
れ
て
、
ゴ

ミ
の
回
収
日
に
は
集
積
所
に
ゴ
ミ
を

出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

弱
い
人
を
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
な
、
優
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

鯖
の
焼
き
づ
け

食生活改善推進員（ヘルスメイト）
髙砂　歌子　（真家）

平
成
12
年
11
月
26
日
生
ま
れ

(15)

P.N　まりも

みんなの広場みんなの広場

関
口  

潤じ
ゅ
ん
や也 

ち
ゃ
ん

柿
岡

父　

辰
也
さ
ん　

母　

美
智
子
さ
ん

半田　関 良江

東成井　吉沢 俊祐

P.N　カササギ イスカ
月岡　萩原 志づ P.N　ナウシカの谷の風

わ
た
し
の
手
料
理



3つの答えの中から正解を選びハガキに書いて

送ってください。

①平成18年3月の県内市町村の数はいくつに

なる見込みでしょうか？

Ａ－32　   　Ｂ－10   　　Ｃ－44

②第9回八郷町美術展に出品された作品は何

点でしたか？

Ａ－150点　　Ｂ－219点　　Ｃ－156点

③石岡市立図書館で借りられる図書の数は何冊

でしょうか？

Ａ－4冊以内　Ｂ－3冊以内　Ｃ－2冊以内

【応募の方法】
☆ハガキに広報クイズ207と書き、答えの記

号（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、世帯主名（小

さいお子さんの場合はご記入ください）と「私

もひとこと」へのご意見や広報の感想などを

書いて送ってください。イラストなども大歓迎。

町外にお住まいの方も応募できます。

☆締切日　平成17年7月15日（当日消印有効）

☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡5680-1

　　　　　　八郷町役場秘書広聴課

☆当選者の発表　　本紙8月号

［広報クイズ205の当選者の発表］
正解は①－A、②－A、③－Aでした。応募

総数37通、正解37通の中から次の10人が

当選しました。

飯島葉子（真家）市村静江（小見）大槻則子（山崎）

小松崎博美（上曽）坂本きみ子（太田）園部初

江（根小屋）冨田政勝（吉生）友部孝之（太田）

長谷川和夫（大増）菱沼恵美（月岡）【敬称略】

全問正解者のなかから抽選
で素敵な賞品が当たるよ

広報やさとは、町内の常陽銀行、水戸信用金庫、各郵便局、コンビニエンスストアー（セイコーマート各店、セブンイレブン）、恋瀬出張所、園部出張所に置いてあります。（16）

●
発
行
／
八
郷
町
役
場
●
編
集
／
秘
書
広
聴
課
・
茨
城
県
新
治
郡
八
郷
町
柿
岡
5680-1

●
TEL0299-43-1111（

内
線
1343）

●
FA
X0299-43-6732

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

●
Ｅ
－
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
　
in
fo
@
to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

●
ｉ
モ
ー
ド
版
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

/i/
●
ｖｏｄａｆｏｎｅｌｉｖｅ版

　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ya
sa
to
.ib
a
ra
ki.jp

/j/

　

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
た
か
、

今
月
号
の
広
報
が
記
念
す
べ
き

６
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
年
間

に
12
号
発
行
だ
か
ら
６
０
０
÷
12

で
、
え
〜
と
、
え
っ
、
ご
、
ご
50
年
！

調
べ
て
み
ま
す
と
記
念
す
べ
き
第

１
号
は
昭
和
30
年
７
月
に
創
刊
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
１
号

も
休
む
こ
と
な
く
・
・
。
広
報
の

発
行
に
携
わ
っ
た
先
輩
方
の
偉
業

に
敬
嘆
す
る
と
と
も
に
、
残
り
３

号
と
な
り
ま
し
た
が
、
創
刊
号
の

言
葉
「
町
政
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
理
解
と
協
力
を
戴
け
る
基
礎

で
あ
り
、
希
望
や
意
見
を
得
る
最

良
の
方
法
で
あ
る
」
を
肝
に
銘
じ
、

い
ま
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
を

お
知
ら
せ
で
き
る
広
報
マ
ン
に
な

れ
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。 

（
K
）

　

昨
年
６
月
の
異
動
で
広
報
係
に

な
っ
て
早
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

自
分
に
は
全
く
縁
が
な
い
と
思
っ

て
い
た
係
へ
の
異
動
で
、
内
示
が

出
た
と
き
の
驚
き
よ
う
と
い
っ
た

ら
・
・
・
。
広
報
担
当
に
な
っ
て

町
の
出
来
事
を
い
ろ
い
ろ
知
る
こ

と
が
で
き
た
し
、
取
材
で
た
く
さ

ん
の
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
分
、
パ
ソ
コ
ン
と
に

ら
め
っ
こ
で
視
力
も
だ
い
ぶ
悪
く

な
り
ま
し
た
け
ど
ね
。 

（
Ｔ
）

紹介します　石岡市
　－ 歴史の息づくまち －

　10月1日に、石岡市と八郷町が合併して、人口8万3千人、面積
213㎢の新たな「石岡市」が誕生します。
　そこで、皆さんに石岡市を知っていただくために、石岡市の施設や見
どころなどを今月号からシリーズで紹介していきます。

石岡市立図書館
〒315-0017石岡市若宮一丁目6番31号

TEL24-1507　FAX24-1508　http.lib.ishioka.ibaraki.jp/

◆利用時間　10：00～18：00
◆はじめて図書を借りるときは
「図書館利用カード」が必要です。
身分を証明できるもの（免許証・保
険証・学生証・旅券）を持参して、
利用カードを作ってください。
◆借りられる数は
図書　 4冊以内　 14日以内
紙芝居　 2冊以内　 14日以内
雑誌　 2冊以内　 7日以内
 （最新号は除きます）
ビデオ・ＣＤ
　あわせて2点以内　7日以内
 （16歳以上の方）

◆読みたい本を探すには
利用者用端末で、書名や著者名など
からさがすことができます。
◆読みたい本が見つからないときは
予約・リクエストサービスをご利用
ください。貸出中の本は、返却され
次第お知らせします。また、図書館
で所蔵していない本は、他の図書館
からの貸借など、できるだけご要望
にお応えできるよう手配します。ビ
デオ・ＣＤなど視聴覚資料のリクエ
ストはできません。

◆調べものやわからないことは
お気軽にカウンターへご相談くださ
い。必要な資料や情報をみつけるお
手伝いをします。
◆休館日
毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の
場合その翌日も休館）、毎月の最終
日、12月27日～1月5日、年1
回蔵書整理期間

広報クイズ207


